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鴨長明遁世の一考察
鴨長明（一一五五～一二一六）が晩年に編纂した『発心集」
は
、
僧
の
陰
徳
遁
世
か
ら
師
弟
・
親
子
・
男
女
の
恩
愛
や
執
心
な
ど
僧
俗
貴
賎
の
心
を
扱
っ
て
い
る
。
長
短
の
話
末
評
語
が
記
さ
れ
、
一
般
的
仏
教
説
話
集
よ
り
自
照
性
が
強
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
中
に
和
歌
を
経
文として詠む僧や、管絃に打ち込む人々が登場する「数奇説話」
と
呼
ば
れ
る
話
群
が
あ
る
。
話
末
評
語
に
は
和
歌
陀
羅
尼
観
の
反
映
も
み
（１）
ら
れ
、
仏
道
修
行
と
和
歌
の
関
連
付
け
に
奇
異
な
感
じ
は
し
な
い
。
最
も
特
異
な
所
は
楽
人
の
熱
中
行
為
を
仏
道
と
結
び
つ
け
て
、
数
奇
と
仏
道
の
近
似
を
主
張
す
る
点
に
あ
る
。
長
明
は
和
歌
と
管
絃
に
長
じ
て
い
た
と
い
う
。
編
者
長
明
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
「
数
奇
説
話
」
を
検
討
す
る
前
に
、
長
明
遁
世
の
経
緯
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
和
歌
所
で
長
明
と
接
し
て
い
た
源
家
長
の
記
し
た
『
源
家
長
日
記
」
は
、
鴨
長
明
遁
世
の
一
考
察
は
じ
め
に
『
文
机
談
』
と
『
源
家
長
日
記
』
を
中
心
と
し
て
Ｉ
（２）
社
家
の
相
続
争
い
に
敗
れ
た
た
め
の
遁
世
と
す
る
。
「
十
訓
抄
」
ｊ
ｂ
同
じ
く
社
司
へ
の
望
み
が
叶
わ
な
か
っ
た
た
め
と
伝
え
る
。
異
伝
を
記
す
「
文
机
談
』
は
、
長
明
が
管
絃
の
名
人
を
集
め
て
「
秘
曲
尽
く
し
」
を
開
催
し
、
未伝受の琵琶秘曲（啄木》を弾いたことが表沙汰となり都を逃
（３）
れたといスノ。
社
家
争
い
、
「
秘
曲
尽
く
し
」
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、
深
い
道
心
か
ら
お
き
た
遁
世
で
は
な
く
、
自
己
の
存
在
や
行
為
を
否
定
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
将
来
を
は
か
な
み
世
を
す
ね
た
の
か
、
絶
望
や
悲
嘆
を
表
す
た
め
の
示
威
行
為
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
そ
れ
ら
が
総
い
混
ぜ
と
な
っ
た
心
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
五
○
歳
に
手
の
届
く
人
間
の
暗
い
衝
動
に
か
ら
れ
て
の
遁
世
で
あ
っ
た
。
本
論
で
は
当
事
者
の
立
場
で
書
か
れ
た
『
文
机
談
」
と
「
源
家
長
日
記
』
の
相
異
な
る
遁
世
の
見
解
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
、
ま
た
遁
世
時
期
に
つ
い
て
の
問
題
を
考
察
し
て
み
る
。
文
中
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
金
子
良
子
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隆
円
著
「
文
机
談
』
は
琵
琶
西
流
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
、
嵯
峨
供
奉
賢
円
を
祖
と
す
る
琵
琶
西
流
の
師
範
家
、
藤
原
孝
道
・
孝
時
の
父
子
に
関
わ
る
音
楽
史
と
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
「
大
鏡
』
を
模
し
た
歴
史
物
語
の
形
式
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
隆
円
は
孝
時
の
弟
子
で
あ
る
。
三
木
紀
人
は
、
「
本
書
の
成
立
は
弘
安
年
間
と
さ
れ
、
長
明
の
死
後
六
○
年
以
上
た
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
…
…
同
時
代
の
『
源
家
長
日
記
」
よ
り
信
頼
度
は
か
な
り
劣
り
そ
う
で
あ
る
。
同
日
記
に
は
長
明
遁
世
の
一
因
と
し
て
「
文
机
談
』
の
語
る
事
件
の
あ
っ
た
気
配
は
暗
示
も
さ
れ
て
い
な
い
。
…
…
家
長
は
音
楽
に
も
堪
能
だ
っ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
長
明
の
琵
琶
に
つ
い
て
無
知
だ
っ
た
は
ず
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
…
…
長
明
を
め
ぐ
る
様
々
な
事
実
を
と
り
ま
ぜ
、
い
わ
ば
短
絡
的
に
関
連
付
け
て
構
成
し
た
（４）
も
の
か
と
疑
わ
れ
る
」
と
信
瀝
性
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
以
下
『
文
机
談
」
を
見
て
い
く
。
【１】秘曲尽くしとは
さ
て
こ
の
有
安
に
は
、
鴨
長
明
と
聞
へ
し
す
き
物
も
な
ら
ひ
伝
へ
け
り
。
わ
づ
か
に
楊
真
操
ま
で
う
け
と
り
て
、
の
こ
り
は
ゆ
る
さ
ず
し
て
う
せ
に
け
り
。
長
明
は
和
寄
の
道
さ
へ
聞
へ
け
れ
ば
、
世
上
の
名人にてぞ侍りける。
す
き
の
あ
ま
り
に
や
、
或
る
時
、
よ
に
き
こ
え
た
か
き
ひ
と
ノ
ー
あ
ま
た
か
た
ら
ひ
め
ぐ
り
て
、
賀
茂
の
お
く
な
る
所
に
て
秘
曲
づ
く
し
と
い
ふ
こ
と
を
ぞ
は
じ
め
け
る
。
大
納
言
経
通
卿
・
中
将
敦
通
朝
「文机談』における長明の遁世
以上が長明遁世の発端となった「秘曲尽くし」事件である。
有
安
と
は
楽
所
預
り
飛
騨
守
中
原
有
安
、
笛
・
琵
琶
・
箏
な
ど
の
伝
受
者
で
あ
り
長
明
の
師
で
あ
っ
た
が
、
建
久
七
年
（
二
九
六
）
頃
没
し
た
と
される。〈楊真操》は琵琶曲〈流泉〉〈啄木〉と共に三秘曲の一
つとされる。長明は有安の死によって〈啄木〉を伝受する機会
を
失
い
、
「
琵
琶
血
脈
」
に
（
楊
真
操
》
の
み
の
長
明
は
「
不
伝
秘
曲
鴨長明」とある。
長
明
が
晩
年
に
記
し
た
歌
論
書
『
無
名
抄
』
に
「
管
絃
の
道
に
つ
け
て
跡
継
ぐ
べ
き
者
と
て
、
世
に
人
に
数
ま
へ
ら
れ
で
あ
れ
か
し
と
思
ひ
け
る
に
こ
そ
」
と
あ
り
、
有
安
は
長
明
を
見
込
み
跡
継
ぎ
と
期
待
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
「
願
主
の
長
明
」
と
あ
る
の
で
、
管
絃
の
宿
神
で
あ
る賀茂大明神に捧げた管絃を伴う法会、つまり管絃講の可能性
（５）
も
あ
る
。
箪
築
・
笛
・
笙
・
箏
な
ど
の
秘
曲
が
続
き
、
我
も
人
も
別
世
界
に
い
る
よ
う
な
法
楽
の
な
か
で
感
に
堪
え
か
ね
て
長
明
は
思
わ
ず
秘
曲
〈啄木〉を弾いてしまった。それをもれ知った藤原孝道（一一
六六～一二一一一七）は後鳥羽院に「重き犯罪」だと訴え出た。
【２】秘曲伝授と楽道家孝道の執心
臣
・
三
品
実
俊
卿
・
中
納
言
盛
兼
卿
・
右
馬
頭
資
時
入
道
も
を
は
し
け
り
。
…
…
こ
の
外
に
も
あ
ま
た
人
ノ
ー
を
は
し
け
り
。
楽
所
に
は
景
賢
・
景
時
も
は
べ
り
け
り
。
願
主
の
長
明
、
年
ご
ろ
お
も
ひ
け
る
に
は
な
を
こ
よ
な
く
ま
さ
り
て
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
か
む
に
た
へ
か
ね
て
比
巴
の
啄
木
と
い
ひ
け
る
曲
を
数
反
弾
き
け
り
。
な
に
と
は
し
ら
ず
お
も
し
ろ
き
事
、
い
ひ
や
る
か
た
な
し
。
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元
久
二
年
（
一
二
○
五
）
、
後
鳥
羽
院
は
藤
原
定
輔
を
師
と
し
て
全
て
の
秘
曲
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
『
花
山
院
右
大
臣
記
」
に
「
先
令
忠
信
朝
臣
瀞
令
出
上
下
諸
人
於
門
外
、
即
候
東
中
門
廊
辺
、
女
房
皆
悉
令
下
局
、
卿
三
位
一
人
侯
御
前
」
と
あ
り
、
音
が
漏
れ
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
、
寵
愛
す
る
卿
三
位
（
藤
原
兼
子
）
だ
け
を
残
し
て
人
払
い
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は、孝道が仕えていた藤原師長（二一一一八～一一九一一）の記し
（６）
た
「
楽
家
伝
業
式
』
の
次
第
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
楽人が曲を密かに学び盗ろうとした例は「古事談」六’一五
に
見
ら
れ
る
。
永
秀
と
正
近
は
白
川
院
の
水
中
門
で
起
居
し
て
い
た
。
永
秀が〈桃李花》を吹いているとき、正近が密かに指を折りつつ
拍
子
を
数
え
る
様
子
が
狩
衣
か
ら
透
け
て
見
え
た
。
ま
た
あ
る
時
は
、
正
近が《皇代》を吹いているのを永秀は障子の内側で書き取り、
後
日
「
二
拍
子
注
し
落
と
せ
り
」
と
云
っ
た
。
二
人
は
技
量
向
上
を
競
う
仲
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
録
音
技
術
の
な
い
時
代
、
譜
の
伝
受
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
知
ら
せ
る
逸
話
で
あ
る
。
秘
曲
と
は
許
さ
れ
た
者
の
み
が
、
捉
え
享
受
で
き
る
至
高
の
存
在
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
伝
受
に（７）
金ロ叩や恩賞が絡んだことは、次の孝道作「教訓抄』から窺える。
漢
字
を
適
宜
あ
て
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。
場で〈啄木〉を弾く事はなかったようだ。二
を
重
ん
じ
た
琵
琶
秘
曲
伝
受
の
記
録
を
み
て
み
る
。
孝
道
が
長
明
の
行
為
を
犯
罪
だ
と
訴
え
出
た
根
拠
は
未
伝
受
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
「
こ
の
み
ち
に
御
身
を
い
る
、
た
ぐ
ひ
、
数
を
し
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
啄
木
を
広
座
に
ほ
ど
こ
す
事
、
い
ま
だ
先
例
を
聞
か
ず。」にもある。親王をはじめ貴人であっても「広座」、公開の
場
で
〈
啄
木
》
を
弾
く
事
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
に
つ
い
て
秘
密
性
これは、仁和寺の大夫僧都澄覚に孝道が秘曲伝授をした折の
実例である。磯水絵は「秘曲伝授という行為はそこに何某かの
礼
物
が
あ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
特
定
の
楽
曲
の
演
奏
権
（８）
を
掌
る
楽
道
家
の
占
有
的
行
為
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
通
り
であろう。
『文机談』は、秘曲と礼物との関わりについて我が国琵琶道
の祖、遣唐使藤原貞敏（八○七～八六七）をあげる。貞敏は唐
で琵琶の師廉承武に砂金三百両を捧げ、ようやく一一一秘曲を伝受
し
た
と
、
琵
琶
道
の
始
原
に
礼
物
の
介
在
を
強
調
す
る
。
ま
た
西
流
の
正
統性は廉承武・貞敏からの琵琶血脈に連なることを根拠とする。
だが、その事実性、なかでも秘曲の文字が『琵琶譜』「日本三
（９）
代
実
録
」
な
ど
に
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
疑
問
視
す
る
研
究
も
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
秘
曲
伝
授
は
粛
々
と
行
わ
れ
て
い
た
。
秘
曲
は
何
時
の
時
代
に
か
何
も
の
か
に
よ
っ
て
秘
曲
と
認
定
さ
れ
た
後
、
秘
す
る
こ
と
で
価
値
を
上
げ
た
曲
な
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
孝
道
に
と
っ
て
「
あ
ま
た
の
人
ノー」を集めた席で最秘曲〈啄木》を弾いたことは「道の狼籍」
で
あ
っ
た
。
先
例
が
な
い
と
怒
る
背
景
に
は
、
秘
曲
伝
授
の
権
益
を
侵
害
す
る
例
を
、
断
固
許
さ
な
い
と
す
る
当
主
と
し
て
の
使
命
、
執
心
が
見
え
る。
白
銀
つ
く
り
沃
懸
地
の
太
刀
、
錦
の
袋
に
入
れ
て
、
僧
都
手
づ
か
ら
取
り
て
置
き
て
の
ち
、
贈
物
、
馬
に
鞍
お
き
て
、
い
る
ノ
ー
の
唐
綾
の
被
も
の
五
重
、
白
き
織
物
の
直
垂
く
よ
き
は
ら
の
家
地
、
子
孫
相伝して給はれる御下文あり、それはこの家一地に相榑して
い
ま
に
を
り
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【３】秘曲尽くし開催時期と遁世時期について
磯水絵は「秘曲尽くし」開催の時期を出席者の生存期間と、
推
定
で
き
る
活
躍
期
間
を
基
と
し
て
綿
密
な
考
証
の
結
果
、
最
年
少
の
景
基
の
元
服
し
た
元
久
二
年
（
一
二
○
五
）
以
後
と
し
た
。
さ
ら
に
大
原
で
の
修
行
生
活
中
に
は
考
え
が
た
い
と
し
て
、
長
明
が
日
野
の
外
山
へ
移
っ
後
鳥
羽
院
の
下
問
に
対
し
長
明
は
「
諸
道
の
奥
曲
、
朝
暮
こ
れ
を
庶
幾
す
る
に
た
へ
ず
、
臨
終
の
妄
念
と
も
ま
か
り
な
り
ぬ
く
く
侍
り
し
か
ば
…
…
楊
真
の
曲
を
啄
木
に
模
し
た
る
事
は
候
ひ
き
」
と
答
え
た
。
後
鳥
羽
院
は
「
よ
の
と
が
に
は
准
じ
」
な
い
と
思
い
、
人
ノ
ー
も
「
よ
の
好
悪
に
は
にざるべし朝憐あるべき物を」と思った。だが孝道の強硬な主
張
に
屈
し
て
つ
い
に
都
を
出
て
修
行
の
道
に
入
り
、
そ
の
際
に
長
明
手
作
り
の
琵
琶
「
手
習
」
が
後
鳥
羽
院
に
献
上
さ
れ
た
。
添
え
ら
れ
た
擁
に
歌
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
隆
円
は
失
念
し
て
し
ま
っ
た
。
「
手
習
」
は
そ
の
後
、
琵
琶
名
物
と
し
て
貴
顕
の
間
を
変
遷
し
た
。
以
上
が
「
文
机
談
』
の
記
す
長
明
遁
世
の
理
由
と
経
緯
で
あ
る
。
こ
こ
で
二
つ
の
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
「
臨
終
の
妄
念
」
と
い
う
強
い
説
得
力
を
込
め
た
言
葉
が
、
事
件
後
か
ら
七
○
年
経
っ
て
生
き
生
き
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
長
明
遁
世
の
時
期
や
理
由
を
解
明
す
るのに、この言葉は手掛かりの一つになると思われる。次に「楊
真の曲を啄木に模し」とあり、長明は未伝受ながら〈啄木》風
に
弾
け
た
と
推
測
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
秘
曲
と
は
、
人
々
が聴いたことがない曲と同義語といえよう。〈啄木》風の演奏
と
の
弁
明
に
は
利
が
あ
る
と
思
え
る
が
、
後
鳥
羽
院
も
長
明
を
な
ぜ
か
庇
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
次
章
以
下
で
検
討
し
た
い
た承元二年（一一一○八）以後、「方丈記」の成立した建暦一一年
（、）
（一一一一一一）以前との結論に達した。
それに対して今村みゑ子は、「手習」がく啄木》伝授の禄と
して師定輔に下賜されたとの記述が、元久二年六月一八日の『太
上天皇啄木御伝習次第』及び「花山院右大臣記」にあることに
着目した。今村は「秘曲尽くし」開催は元久元年五○歳の春ご
（ｕ）
ろから、元久二年一ハ月一八日以前となるとした。そのうえで「臨
終
の
妄
念
」
と
い
う
弁
明
は
出
家
者
が
述
べ
て
こ
そ
説
得
力
を
持
つ
と
考
え
、
元
久
元
年
春
に
失
畭
後
、
間
も
な
く
出
家
、
夏
の
終
り
頃
に
開
催
し
たと考えた。今村は『文机談』の混同もしくは誤認の原因は「秘
曲
尽
く
し
」
が
、
出
家
し
た
春
か
ら
翌
年
の
六
月
一
八
日
ま
で
の
比
較
的
近
接
し
た
時
期
に
行
わ
れ
た
た
め
と
し
て
い
る
。
以
上
の
先
行
研
究
を
検
討
す
る
と
、
「
手
習
」
下
賜
の
記
述
が
「
太
上
天
皇
啄
木
御
伝
習
次
第
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
事
実
は
大
き
い
。
「
秘
曲
尽
く
し
」
開
催
は
元
久
二
年
六
月
一
八
日
以
前
と
の
特
定
に
無
理
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
問
題
と
な
る
の
は
遁
世
の
時
期
で
あ
る
。
今
村
は
元
久元年出家後の開催としたが、磯水絵の述べるように修行生活
中、まして修行に入ったばかりでの開催は難しいと思われる。
では、なぜ「文机談」は「秘曲尽くし」を遁世の原因としたの
か。長明が俗体であった可能性を推測できないだろうか。法体、
つ
ま
り
剃
髪
後
で
あ
っ
た
な
ら
ば
起
こ
り
得
な
い
誤
認
だ
と
思
え
る
か
ら
だ
。
元
久
二
年
四
月
二
九
日
に
触
れ
の
出
た
元
久
詩
歌
合
に
、
長
明
と
し
て
四
首
出
詠
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
証
左
に
な
ろ
う
。
『
明
月
記
」
に
次
（胆）
の
よ
う
に
あ
る
。
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こ
こ
に
長
明
の
名
は
見
え
な
い
が
、
和
歌
所
寄
人
と
し
て
長
明
の
同
僚
で
あ
っ
た
飛
鳥
井
雅
経
の
名
が
み
え
る
。
雅
経
は
長
明
よ
り
一
五
才
年
少
で
あ
っ
た
が
、
長
明
に
好
意
的
で
将
軍
源
実
朝
に
長
明
を
推
挙
し
、
建
暦
元
年
鎌
倉
ま
で
同
道
し
て
い
る
。
院
の
耳
に
も
詩
歌
合
が
達
し
参
加
者
も
増
え
た
た
め
に
、
当
初
は
五
月
の
予
定
を
し
て
い
た
詩
歌
合
せ
は
、
御
所
で
の
前
例
が
な
い
こ
と
か
ら
六
月
一
五
日
に
日
延
べ
開
催
さ
れ
た
。
定
家
は
当
日
を
「
蟄
居
」
と
の
み
記
し
て
い
る
。
長
明
の
当
日
の
出
欠
は
不
明
だ
が
、
藤
原
孝
範
（
文
章
博
士
・
大
内
記
）
と
番
え
ら
れ
、
一
敗
二
持
、
不明一となった。
こ
の
元
久
詩
歌
合
に
、
長
明
の
名
を
記
し
て
い
る
事
実
は
動
か
し
が
た
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
方
丈
記
』
の
「
五
○
の
春
を
迎
へ
て
、
家
を出て、世を背けり」との記述、或いは建仁三年（一一一○三）
十
一
月
一
一
三
日
の
俊
成
入
道
九
○
歳
の
賀
に
参
加
後
は
活
躍
が
見
ら
れ
な
（週）
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
遁
世
は
元
久
元
年
の
春
ご
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鴨
長
明
と
し
て
の
出
詠
を
基
と
し
て
検
討
す
る
と
元
久
二
年
四
月
二
九
日
以
後
、
前
述
し
た
「
手
習
」
の
下
賜
は
六
月
一
八
日
な
の
で
そ
の
間
廿
九
日
天
晴
る
。
殿
下
に
参
ず
。
大
僧
正
参
じ
給
ふ
。
…
…
此
の
次
で
に
、
又
詩
歌
を
合
せ
ら
る
べ
き
由
、
議
定
せ
ら
る
。
…
…
仰
せ
を
蒙
り
て
退
出
す
。
此
の
事
頗
る
無
益
の
事
也
。
書
状
を
以
て
少
々
触
れ
送
り
了
ん
ぬ
。
題
。
水
郷
春
望
・
山
路
秋
行
。
大
僧
正
御
房
・
宰
相
中
将
殿
・
有
家
朝
臣
・
下
官
・
保
季
朝
臣
・
家
隆
朝
臣
・
雅
経
・具親・讃岐・丹後。詩人、御作・大納言殿・中納言（資）
・
左
大
弁
（
長
兼
朝
臣
）
・
為
長
朝
臣
・
宗
業
朝
臣
・
成
信
・
孝
範
・信定なり。
後
鳥
羽
院
は
家
柄
・
地
位
に
関
係
な
く
「
事
一
つ
に
極
め
た
る
人
」
を
登
用
し
た
。
長
明
は
父
を
一
九
歳
で
失
っ
て
か
ら
長
く
日
陰
に
甘
ん
じ
て
い
た
が
、
院
の
目
に
適
っ
た
こ
と
で
四
六
歳
に
し
て
陽
の
当
た
る
場
所
に
「
源
家
長
日
記
』
は
建
久
七
年
（
二
九
六
）
か
ら
一
一
年
間
の
後
鳥
羽
院
周
辺
の
回
想
録
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院
の
多
芸
多
才
ざ
は
歴
代
天
皇
の
なかで群を抜く。蹴鞠・今様・猿楽などの芸能、囲碁・双六と
い
っ
た
遊
戯
か
ら
、
水
練
・
相
撲
・
競
馬
・
流
鏑
馬
に
及
ぶ
。
中
で
も
和
歌
は
『
新
古
今
和
歌
集
」
編
纂
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
琵
琶
は
前
述
の
よ
う
に
秘
曲
伝
受
に
到
っ
た
。
第
二
一
節
「
鴨
長
明
の
事
」
の
冒
頭
を
見
て
い
く
。
年
月
日
は
筆
者
が
他
資
料
に
よ
っ
て
補
記
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
の
遁
世
と
な
ろ
う
か
。
『
方
丈
記
』
の
記
述
を
基
と
す
る
時
期
と
は
異
な
るので更なる検討をしていきたい。琵琶「手習」については『源
家
長
日
記
」
が
詳
し
い
。
以
下
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
【１】長明の不運と同族祐兼の執心
何ばかりの事ならぬいたづらわざも、事一つに極めたる
人の、その事に引かれて、一」よなき御恵みどもの侍るに、
鴨長明が望みの遂げざりしぞ、前の世の事とのみ聞き侍り
し
。
す
べ
て
此
の
長
明
み
な
し
子
に
な
り
て
、
社
の
交
じ
ら
ひ
も
せ
ず
、
篭
も
り
ゐ
て
侍
り
し
が
、
歌
の
事
に
よ
り
北
面
へ
参
り
、
や
が
て
和
歌
所
の
寄
人
に
な
り
て
後
、
常
に
和
歌
の
会
に
…
…
一一『源家長日記』における長明の遁世
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登
場
、
正
治
二
年
（
一
二
○
○
）
だ
け
で
も
五
回
の
歌
会
な
ど
に
出
席
し
た
。
院
は
長
明
の
「
夜
昼
奉
公
怠
ら
ず
」
の
精
勤
ぶ
り
に
応
え
よ
う
と
、
欠
員
の
出
た
川
合
社
の
禰
宜
に
任
命
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
族
の
祐
兼
は
我
が
子
の
正
統
性
を
長
子
相
続
、
位
階
の
上
下
の
理
な
ど
を
挙
げて院に反対した。なぜ最高権力者にあからさまに逆らうこと
が
で
き
た
の
か
。
家
長
は
「
前
の
世
」
の
因
縁
に
よ
っ
て
長
明
の
望
み
が
叶
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
家
長
の
記
さ
な
い
事
情
に
関
し
て
三
木
紀
人
は
「
後
鳥
羽
院
は
こ
の
頃
再
三
、
祐
兼
の
泉
亭
に
行
幸
を
重
ね
て
い
る。常識的に考えて、その際に莫大な貢進があったと思われる」
（Ｍ）
と
述
べ
て
い
る
。
』
目
け
る
意
見
で
あ
る
。
禰
宜
就
任
と
は
名
誉
と
利
害
が
複
雑
に
絡
む
事
柄
な
の
だ
ろ
う
。
長
明
は
父
不
在
に
よ
る
立
場
の
弱
さ
を
再確認したに違いない。
下
鴨
神
社
正
禰
宜
惣
官
に
は
川
合
社
の
禰
宜
を
経
て
昇
任
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
惟
季
、
末
長
、
季
継
、
長
継
と
続
く
禰
宜
の
家
系
、
正
禰
宜
惣
官
で
あ
る
長
継
の
次
男
と
し
て
長
明
は
順
境
の
中
に
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
七
歳
で
叙
爵
し
た
従
五
位
下
の
ま
ま
の
五
○
歳
で
あ
っ
た
。
「
鴨
長
明
集
』
は
養
和
元
年
（
二
八
こ
五
月
の
奥
付
が
あ
る
。
和
歌
に
長
明
（焔）
の
心
を
窺
っ
て
み
よ
う
。
父
み
ま
か
り
て
あ
く
る
と
し
、
花
を
み
て
よ
め
る
は
る
し
あ
れ
ば
こ
と
し
も
花
は
さ
き
に
け
り
ち
る
を
ｎ
し
み
し
人
は
い
づ
ら
は
す
み
わ
び
ぬ
い
ざ
塾
は
こ
え
ん
死
で
の
や
ま
さ
て
だ
に
親
の
あ
と
を
ふ
む
べ
く
も
の
恩
ひ
侍
り
こ
ろ
、
を
さ
な
き
子
を
み
て
て
い
る
。
「
さ
て
掻
き
篭
も
り
侍
る
よ
し
、
先
づくにありとも聞こえで」と、まず長申
奔先から院に送られて来た歌一首と、乏
明がかつて評判を取った歌一首を記す。
二
七
歳
頃
に
成
立
を
み
た
歌
集
に
、
二
○
歳
の
長
明
が
抱
い
た
父
を
追
っ
て
の
自
殺
願
望
が
み
え
る
。
正
禰
宜
惣
官
と
い
う
庇
護
者
を
失
っ
た
影響の大きさが窺えよう。「方丈記』には「もとより、妻子な
け
れ
ば
」
と
あ
る
が
、
「
子
を
お
も
ふ
道
は
あ
は
れ
な
り
け
り
」
の
歌
か
ら
は
、
幼
子
が
絆
し
と
な
っ
て
、
出
家
を
遂
げ
ら
れ
な
い
と
苦
悩
し
た
二
○
代
が
あ
っ
た
と
知
れ
る
。
そ
の
後
立
場
が
弱
ま
り
三
○
歳
で
、
祖
母
の
家
の
養
子
と
し
て
長
年
過
ご
し
た
思
い
出
多
い
家
か
ら
出
ざ
る
を
え
な
い
人
生
を
歩
ん
で
き
た
。
父
と
同
じ
階
梯
を
踏
み
た
い
と
い
う
年
来
の
望
み
は
、
「
う
ち
社
」
を
官
社
に
昇
格
さ
せ
、
そ
こ
の
禰
宜
に
就
任
す
る
と
い
う
院
の
斡
旋
案
で
叶
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
な
ほ
元
よ
り
申
す
旨
違
ひたり」という長明を「うつし心ならず」、正気かと家長が思っ
た
よ
う
に
誰
も
理
解
で
き
な
い
長
明
五
○
歳
の
強
い
社
家
相
続
へ
の
執
心
で
あ
っ
た
。
祐
兼
の
禰
宜
職
を
守
り
、
わ
が
子
に
譲
ろ
う
と
す
る
執
心
に
対し、「徒手空拳の長明は父不在の不運に歯噛みするしかなかっ
た。長明の執心は敗北した。
【２】歳月の経過と臨終の妄念
家長は、院に「手習」が召し上げられた経緯を次のように綴っ
そ
む
く
べ
き
う
き
よ
に
惑
ふ
こ
型
ろ
か
な
子
を
お
も
ふ
道
は
あ
は
れ
な
り
け
り
よ
し
、
た
だ
事
と
も
お
ぼ
え
ず
。
い
ま
ず
長
明
が
出
奔
し
た
と
あ
り
、
出
首
と
、
そ
の
歌
か
ら
連
想
さ
れ
た
長
続
け
て
「
そ
の
の
ち
出
家
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隆
円
が
「
そ
の
寄
お
ぼ
え
侍
ら
ず
」
と
述
べ
た
擁
に
記
さ
れ
た
歌
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
長
明
か
ら
の
一
首
目
は
愛
器
「
手
習
」
を
手
放
す
悲
し
み
を
、
二
首
目
は
袖
が
涙
で
濡
れ
て
い
る
の
で
、
塵
を
払
え
な
い
と
の
意
で
あ
る
。
「
手
習
」
へ
の
執
心
を
見
た
院
は
、
返
歌
を
家
長
に
命
じ
た
。
長
明
の
心
の
苦
し
さ
、
惑
い
の
大
き
さ
を
み
て
、
擬
だ
け
は
院
も
返
さ
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
家
長
が
「
掻
き
篭
も
り
」
と
「
そ
の
の
ち
出
家
し
大
原
に
」
と
二
つ
に
書
き
分
け
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
長
明
は
社
家
争
い
に
敗
れ
、
人
と
の
接
触
を
避
け
て
五
○
年
の
人
生
を
反
鋼
す
る
「
掻
き
ね
よ
」
と
の
下
命
に
よ
っ
て
家
長
は
、
「
大
原
へ
消
息
し
て
侍
り
」
と
琵
琶
献
上
の
間
に
立
っ
た
と
あ
る
。
そ
の
う
え
で
長
明
が
擁
に
書
き
つ
け
た
歌と院の返歌を記している。
し
大
原
に
行
ひ
す
ま
し
侍
り
と
聞
こ
え
し
」
と
時
間
の
経
過
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
更
に
院
の
「
手
習
と
言
ふ
琵
琶
を
持
た
り
し
尋
か
く
し
つ
輯
峰
の
嵐
の
音
の
み
や
つひに我が身を離れざるべき
払
ふ
べ
き
苔
の
袖
に
も
露
あ
れ
ば
積
も
れ
る
塵
は
今
も
さ
な
が
ら
是を御覧じて、「返事せよ」と仰せられしかぱ、
こ
れ
を
見
る
袖
に
も
深
き
露
し
あ
れ
ば
払
は
い
塵
は
な
ほ
も
さ
な
が
ら
山
深
く
入
り
に
し
人
を
か
こ
ち
て
も
半
ば
の
月
を
形
見
と
は
見
む
俗
文
字
之
業
狂
言
綺
語
之
誤
識
為
富
来
世
々
讃
佛
乗
之
因
韓
法
輪
之
縁
」
と
白
居
易
の
詩
句
を
引
用
し
、
「
狂
言
綺
語
之
誤
」
を
翻
し
て
の
性
（肥）
生を願っている。また孝道の一一女、琵琶の名手尾張内侍は諌め
を聞かず、出家に先立ち大切な琵琶譜を経紙に漉き直したと『文
机談」巻五前半にある。
これらの事例が示すように管絃と仏道は相容れないと考えら
れ
て
い
た
。
長
明
は
執
着
を
断
つ
た
め
に
、
あ
え
て
管
絃
に
対
時
し
よ
う
と
決
断
し
、
仏
事
と
し
て
「
秘
曲
尽
く
し
」
を
行
う
に
至
っ
た
と
思
え
る
。
出家に先立つ執着を断つための仏事であったからこそ、「臨終
の
妄
念
と
も
ま
か
り
な
り
ぬ
く
く
侍
り
し
か
ば
」
と
い
う
弁
明
が
生
き
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
道
の
名
人
・
達
人
が
参
集
し
た
の
も
経
緯
を
知
れ
ば
こ
そ
と
も
思
わ
れ
る
。
「
そ
の
の
ち
大
原
に
出
家
」
の
「
そ
の
の
ち
」
と
は
、
「
秘
曲
尽
く
し
」
を
糾
弾
さ
れ
た
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
ある。
篭もり」の日々のなかで、次第に出家の心が兆したのではなかっ
たか。祐兼が言うように、長明は自分を「身をえう無きもの」
つ
ま
り
、
存
在
価
値
が
無
い
と
思
い
こ
む
と
、
社
の
交
わ
り
も
せ
ず
に
引
き
こ
も
り
、
そ
の
反
面
和
歌
所
で
は
退
出
も
せ
ず
に
勤
め
る
よ
う
な
不
器
用で一途な性格であった。院の後押しによる禰宜任命に敗れた
悲
嘆
は
、
将
来
へ
の
絶
望
と
な
り
世
俗
と
の
関
係
を
断
ち
切
る
決
意
と
な
っ
た
。
出
家
し
て
法
体
と
な
る
な
ら
ば
、
狂
言
綺
語
と
み
な
さ
れ
る
管
絃
へ
の
執
着
を
断
た
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
よ
う
に
思
い
つ
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
狂
言
綺
語
は
十
悪
の
一
つ
と
さ
れ
人
々
の
心
を
惑
わ
し
往生を妨げるとされていた。孝道発案による音楽の徳を讃える
『音楽講式」（一一九二年以前成立）の式文では、「願以今生世
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帝
徳
と
琵
琶
「
手
習
」
の
機
家
長
に
は
万
能
の
院
と
活
気
に
満
ち
た
周
辺
を
帝
徳
と
し
て
描
こ
う
と
（Ⅳ）
いう方針があった。まず方針に沿うように表現の工夫をした。
第
一
節
は
「
非
蔵
人
許
さ
れ
て
参
り
し
は
、
去
年
の
冬
ご
ろ
の
こ
と
な
り
。
は
か
な
う
夢
路
に
ま
ど
は
る
る
心
地
侍
り
し
か
ど
も
、
慣
れ
仕
う
ま
つ
る
う
ち
に
…
…
う
ち
つ
け
な
る
心
か
な
と
お
ぼ
ゆ
る
」
と
始
ま
る
。
こ
の
文
言
は
「
紫
式
部
日
記
』
の
冒
頭
、
「
師
走
の
二
九
日
に
参
る
。
は
じ
め
て
参りしも｝」よひのことぞかし。いみじくも夢路にまどはれしか
な
と
思
ひ
出
づ
れ
ぱ
、
こ
よ
な
く
立
ち
馴
れ
に
け
る
も
、
う
と
ま
し
の
身
の
ほ
ど
や
と
お
ぼ
ゆ
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
五
節
で
は
親
王
を
産
み
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
た
尾
張
の
こ
と
を
「
更
衣
」
と
呼
び
、
「
桐
壺
の
巻
」
を
髪
露
と
さ
せ
る
叙
述
に
な
っ
て
い
る
。
『
源
氏
物
語
」
執
筆
時
点
で
も
身
分
と
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
「
更
衣
」
と
、
「
明
月
記
」
の
「
女
房尾張（寵愛の内）実快の坊に於て逝去」とを比すと、家長の
院
に
対
す
る
傾
倒
ぶ
り
が
わ
か
ろ
う
。
次
に
話
の
取
捨
選
択
も
し
て
い
る
。
第
一
八
節
で
は
通
親
が
、
歌
合
で
自
歌
の
入
選
を
願
う
様
子
を
面
白
く
描
き
、
そ
の
突
然
の
死
に
よ
っ
て
和
歌
の
道
が
衰
え
る
こ
と
の
懸
念
の
み
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
政
治
家
通
親
が
閨
房
を
利
用
し
て
後
鳥
羽
院
に
近
づ
き、外祖父として実権を握ったことなどは記していない。
ところが、第二八節の朝勤行幸（元久二年一月一九日）は、
御
遊
で
院
が
玄
上
を
弾
き
、
賞
と
し
て
琵
琶
の
師
藤
原
定
輔
の
子
息
が
一
階
に
叙
さ
れ
た
と
述
べ
「
ま
こ
と
に
重
代
の
事
に
も
あ
ら
ず
、
嫉
み
思
ふ
一
二
家
長
の
方
針
人
多
か
る
べ
し
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
嫉
み
恩
ふ
人
多
か
る
べ
し
」
は院へのマイナス表現をさける叙述の中で異色であり注意しな
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
年
の
一
月
一
六
日
・
一
一
月
一
九
日
・
三
月
一
一
○
日と六月一八日に、院は定輔を師として琵琶秘曲伝受を続けた。
「手習」を禄として下賜したことは前述した。三月二六日には
「新古今和歌集』完成の饗宴があった。多忙のなかでも毎月吉
日
を
選
ん
で
伝
受
を
続
け
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
、
六
月
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
嫉
み
思
ふ
人
」
と
は
帝
師
の
地
位
を
定
輔
と
争
っ
た
孝
道
の
こ
と
で
あ
る
。
元
久
二
年
三
月
下
旬
に
成
立
し
た
孝
道
作
「
琵
琶
灌
頂
次
第
』
は
、
伝
受者を具体的に想定して〈帝王灌頂次第〉と〈只人の灌頂〉の
二つに書き分けている。帝師となり最秘曲〈啄木》を伝授した
い
と
い
う
孝
道
の
期
待
の
大
き
さ
が
窺
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
藤
原
定
輔
は
かつて孝道の反発を考慮した藤原師長から、桂流の〈啄木》の
み
を
伝
受
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
桂
流
で
伝
受
し
よ
う
と
す
る
後
鳥
羽
院
に
つ
い
て
「
束
帯
た
蜜
し
く
し
た
る
人
の
、
折
烏
帽
子
着
し
た
る
に
似
さ
せ給たる」つまり〈楊真操》〈流泉〉まで西流の奏法を受けな
がら、《啄木》が桂流では姿形が整わないと、強烈な皮肉をい
う
孝
道
を
「
古
今
著
聞
集
』
は
伝
え
て
い
る
。
だ
が
、
家
長
は
帝
師
争
い
に
詳
し
く
触
れ
な
い
。
話
を
戻
す
と
「
秘
曲
尽
く
し
」
を
院
も
人
々
も
犯
罪とは見倣さなかったとあった。しかし、院が帝師を逃した孝
道
に
配
慮
し
て
「
秘
曲
尽
く
し
」
は
狼
籍
だ
と
い
う
主
張
を
呑
ん
だ
可
能
性
を
推
測
さ
せ
る
一
連
の
事
柄
で
あ
る
。
次
を
見
よ
う
。
其
ノ
後
、
思
ひ
が
け
ず
対
面
し
て
侍
り
し
に
、
そ
れ
か
と
も
見
え
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家
長
の
眼
目
は
「
世
を
う
ら
め
し
」
と
思
っ
た
こ
と
が
逆
に
「
憂
き
世
の
闇
」
を
払
う
、
つ
ま
り
遁
世
の
決
意
を
促
し
た
、
是
こ
そ
朝
恩
で
あ
っ
たと語らせることにある。院に愛器「手習」を召し上げられな
が
ら
も
、
や
せ
衰
え
た
手
で
擬
を
握
り
し
め
つ
つ
仏
門
へ
の
導
き
手
で
あ
っ
た
と
称
揚
す
る
姿
に
、
帝
徳
を
讃
え
る
『
源
家
長
日
記
」
の
方
針
を
見
る
こ
と
で
き
る
の
で
あ
る
。
和
歌
の
記
さ
れ
た
琵
琶
の
掻
は
、
長
明
に
と
っ
て
人
生
が
凝
縮
さ
れ
た
象
徴
で
あ
る
。
多
く
の
歌
合
せ
に
出
席
し
、
散
る
花
の
下
で
院
と
共
に
歌
を
詠
み
、
一
つ
車
の
中
で
家
長
と
笛
を
吹
く
と
い
う
輝
か
し
い
時
を
経
験
〈岨）
した人生終盤の栄光の日々と、「秘曲尽くし」の罪を問われた
事件、その明暗二つが総い交ぜとなった分裂する心が形象化さ
れ
た
物
と
い
え
よ
う
。
そ
の
蟻
を
経
袋
に
い
れ
て
長
明
は
持
ち
歩
い
て
い
たのである。和歌と琵琶への愛着と執心が具現化された、不器
用
で
粘
着
質
な
性
格
が
み
て
と
れ
る
物
が
、
擁
を
込
め
た
経
袋
で
あ
る
。
【２】家長の長明像
「
源
家
長
日
記
」
に
は
、
な
ぜ
「
秘
曲
尽
く
し
」
が
記
さ
れ
て
い
な
い
ぬほどに痩せ衰へて、「世をうらめしと恩ひ侍らざらまし
壽かば、憂き世の闇は晴るけず侍りなまし。これぞ真の朝恩
にて侍るかな」と申して、苔の快もよよとしほれ侍りし。
「憂き世を思ひすてず、少しの絆にもこれが侍り」とて、
歌の返し書きたりし琵琶の擢を、経袋より取り出て、「こ
れはいかにも、苔の下まで同じ所に朽ち果てむずるなり」
とぞ、申し侍りし。
の
か
、
家
長
が
管
絃
に
無
関
心
で
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
か
。
第
二
三
節
に
は御遊の所作人と楽器が記されている。第二八節では院が琵琶
玄
上
を
弾
い
た
こ
と
や
、
修
理
を
し
た
琵
琶
の
号
を
列
挙
し
て
関
心
の
高
さをみせている。また院の練習相手として笛を吹いたとも述べ
ている。第三四節にも琵琶「元興寺」が損じたことが書かれて
いる。ちなみに、〈啄木》伝受で使用された琵琶である。第三
五節には「秘曲尽くし」参加者の最年少景基の元服が、院の「元
服さすべきよし」のお声がかりで行われた経緯、及び当日の様
子
を
詳
述
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
な
ど
か
ら
、
家
長
が
管
絃
に
無
関
心
で
あ
っ
た
た
め
に
「
秘
曲
尽
く
し
」
を
書
か
な
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
で
は
、
長
明
は
家
長
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
長
明
は「正治再度百首」の一一人に選ばれ、正治二年（一二○○）
九月三○日、仙洞御所の後鳥羽院以下一六名による一一四番歌合
に初伺候した。「明月記』に「左の測りの下に帖を敷きて、鴨
長
明
一
人
参
す
。
左
の
前
に
花
を
候
す
（
歌
、
御
感
あ
り
て
召
し
抽
か
る
と云々）」とある。院に見出された長明がただ一人、殉の下（階
下の敷石）に座す姿を殿上人が話題にしたと分かる。建仁元年
（一一一○二七月一一六日、和歌所が設置ざれ五名が寄人となっ
た。定家は和歌所の絵図面を描き「此の所に平板敷きあり。地
下
の
物
、
祗
候
す
べ
き
か
ｂ
未
だ
其
の
人
を
聞
か
ず
」
と
記
す
。
長
明
は
八
月
和
歌
所
寄
人
に
抜
擢
さ
れ
た
。
第
二
節
に
「
建
仁
、
今
年
は
和
歌
所とて始め置かる。二条院の弘御所、作り改
む。二
間を落ち板
敷
き
に
な
し
て
、
殿
上
人
の
座
と
す
。
平
板
敷
き
を
敷
き
て
、
地
下
の
座
と
す
」
と
あ
り
、
新
た
に
寄
人
と
な
っ
た
長
明
を
含
む
三
名
の
歌
を
記
し
て
い
る
。
寄
人
と
な
っ
た
長
明
は
、
身
分
差
を
設
け
た
と
は
い
え
室
内
に
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長
明
遁
世
の
見
解
は
大
き
く
異
な
る
。
だ
が
、
当
事
者
で
あ
る
鴨
祐
兼
の
禰
宜
職
へ
の
執
心
に
対
し
長
明
は
父
不
在
の
不
運
が
あ
っ
た
ｐ
ま
た
藤
原
孝
道
の
秘
曲
伝
授
へ
の
執
心
は
、
帝
師
争
い
で
よ
り
強
ま
っ
て
い
た
と
い
う
不
運
が
考
え
ら
れ
る
。
二
人
の
執
心
に
長
明
は
敗
北
し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
家
長
は
帝
徳
を
描
く
表
現
者
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
話
の
取
捨選択と表現に工夫をこらした。家長は社家争いの顛末を記す
主
眼
を
、
長
明
が
歌
の
記
さ
れ
た
擢
を
握
り
締
め
つ
つ
朝
恩
の
あ
り
が
た
さ
を
泣
き
語
る
件
に
お
い
た
。
歌
人
と
し
て
接
し
た
長
明
の
光
と
影
、
そ
の落差を和歌を軸として記録したのである。
一
方
隆
円
は
琵
琶
を
軸
と
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
秘
曲
尽
く
し
」
座すことができた。このように家長は和歌所の開闇（書物の記
録係り）として歌人長明と接していたのである。
社
家
争
い
の
冒
頭
に
は
、
「
事
一
つ
に
極
め
た
る
人
の
そ
の
事
に
ひ
か
れ
て
、
…
…
歌
の
事
に
よ
り
、
北
面
へ
ま
い
り
、
や
が
て
和
歌
所
の
寄
人
に
な
り
て
後
、
つ
れ
の
和
歌
の
会
に
歌
参
ら
せ
な
ど
す
れ
ば
、
…
…
夜
昼
奉公怠らず」と和歌の技量を強調した記述がなされている。社
家
争
い
の
顛
末
と
そ
の
後
の
長
明
の
姿
は
、
す
べ
て
歌
と
共
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
事
柄
な
の
で
あ
る
。
家
長
は
和
歌
の
実
力
で
登
用
さ
れ
た
長
明
の
出
家
の
経
緯
と
人
物
像
を
、
六
首
の
和
歌
を
記
す
こ
と
で
よ
り
鮮
明
に
描
こ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
方
針
の
前
で
は
孝
道
の
強
硬
な
訴
え
に
対
し
て
、
院
が
如
何
と
も
し
が
た
か
っ
た
「
秘
曲
尽
く
し
」
は
叙
述
す
る
に
あ
た
ら
な
い
事
件
と
し
て
排
除
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
注（
１
）
仏
教
の
立
場
か
ら
文
学
・
芸
能
は
綺
語
・
妄
語
の
戒
を
犯
す
と
さ
れ
た
。
否
定
さ
れ
て
い
た
文
芸
は
「
鹿
言
軟
語
第
一
義
に
帰
す
」
（
浬
築
経
二
十）のように天台で諸法の最高の真理とする思想に発展
。『沙
石
集
』
に
和
歌
を
「
マ
シ
テ
仏
法
ノ
心
ヲ
フ
ク
メ
ラ
レ
ン
ハ
、
無
し
疑
陀羅尼ナルベシ」とある。
（
２
）
『
源
家
長
日
記
飛
鳥
井
雅
有
卿
記
事
春
の
み
や
ま
ぢ
』
藤
田
一
尊
渡
辺
静
子
芝
波
田
好
弘
青
木
経
雄
勉
誠
出
版
平
成
一
六
年
（
３
）
『
文
机
談
全
注
釈
』
岩
佐
美
代
子
笠
間
書
院
二
○
○
七
年
。
『
文
机
談
」
菊
亭
本
五
巻
践
文
に
文
永
年
中
五
月
三
日
と
あ
る
。
成
立
は
内
部
徴
証
か
ら
一
二
七
四
年
と
さ
れ
る
が
一
二
八
三
年
の
記
事
も
あ
る
。
他
に伏見宮本二巻があるが先後は不明である。
（
４
）
『
閑
居
の
人
鴨
長
明
」
’
一
一
木
紀
人
新
典
社
二
○
○
一
年
二
○
五
頁
（５）今村みゑ子「鴨長明とその周辺」和泉書院二○○八年二一一一
は
俗
体
の
長
明
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
琵
琶
西
流
当
主
藤
原
孝
道
に
と
っ
て
秘
曲
伝
授
は
、
神
聖
視
さ
れ
る
べ
き
一
門
権
益
の
砦
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
事
件
は
、
孝
道
が
琵
琶
西
流
の
権
威
を
守
り
ぬ
き
、
長
明
出
家
の
契
機
に
な
っ
た
逸
話
と
し
て
語
り
継
が
ね
ば
な
ら
ないと位置づけられたのである。しかし、長明にとっては社家
争い後の「掻き篭もり」の時期に、将来への絶望や悲嘆に捉わ
れ
て
、
管
絃
を
断
っ
た
う
え
で
遁
世
す
る
べ
く
開
催
し
た
こ
と
と
思
え
る
。
罪に問われたことは無念であったろう。「文机談』の琵琶、『源
家長日記」の和歌、其々が視点の中心に据えた事柄の違いによっ
て
、
二
つ
の
長
明
遁
世
の
見
解
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
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〆~へ〆■へ〆￣、〆＝へ
１３１２１１１０
，－〆､＝〆－－〆、－〆
（８）
（９）
（７）
（６）〆￣、〆－，１５１４
、－〆、－〆
○
頁
。
平
安
末
か
ら
鎌
倉
期
に
管
絃
を
伴
う
管
絃
講
が
盛
行
。
掲
げ
る
本
尊
は
仏
・
菩
薩
・
明
神
・
祖
師
な
ど
。
伝
授
は
日
時
を
選
び
、
諸
人
を
門
外
に
出
し
妙
音
天
に
礼
拝
す
る
。
本
論
で
の
楽
書
の
出
典
は
次
の
と
お
り
。
『
琵
琶
血
脈
』
『
琵
琶
灌
頂
次
第』『花山院右大臣記』『楽家伝業式』『太上天皇啄木御伝習
次
第
』
（
（
「
図
書
寮
叢
刊
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成
一
』
平
成
三
年
宮内庁書陵部）。
「教訓抄』藤原孝道（「図書寮叢刊伏見宮旧蔵楽書集成三」
平
成
一
○
年
宮
内
庁
書
陵
部
）
。
磯水絵『説話と音楽伝承」和泉書院平成二一一年六一一一頁。
佐
藤
辰
雄
「
貞
敏
の
琵
琶
楽
伝
習
を
め
ぐ
っ
て
」
『
日
本
文
學
誌
要
」
犯
号
一
九
八
五
年
．
「
廉
承
武
伝
承
の
考
察
」
同
拓
号
一
九
八
六
年
に
お
い
て
『
琵
琶
譜
」
と
『
日
本
二
代
実
録
」
貞
敏
卒
伝
の
相
違
を
「
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
を
参
考
に
検
討
。
楊
真
操
・
流
泉
・
啄
木
の
廉
承
武
と
の
関
連
付
け
は
貞
敏
が
重
要
視
さ
れ
て
か
ら
で
あ
り
、
秘
曲
伝
授
の文言は『文机談』以降に現れるという。
前
掲
８
二
一
頁
磯
水
絵
は
「
秘
曲
尽
く
し
」
研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
前
掲
５
二
二
八
頁
。
『
訓
読
明
月
記
一
』
今
川
文
雄
訳
河
出
書
房
新
社
昭
和
五
二
年
。
前
掲
４
一
九
二
頁
翌
年
の
元
久
詩
歌
合
に
俗
名
で
出
詠
が
あ
り
、
い
ぶ
か
し
い
が
ひ
と
ま
ず
元
久
元
年
と
し
て
お
く
と
あ
る
。
元
久
元
年
出
家
説
は
簗
瀬
一
男
『
鴨
長
明
の
新
研
究
』
中
文
館
書
店
昭
和
一
三
年
に
み
え
る
。
昭和一三年にみえヲ
前
掲
４
一
九
五
頁
。
『鴨長明全集』大曽大曽
根
章
介
貴
重
本
刊
行
会
平
成
一
二
年
。
、参
考
文
献
『
十
訓
抄
」
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
小
学
館
一
九
九
七
年
『
古
事
談
続
古
事
談
」
川
端
善
明
校
注
新
日
本
古
典
文
学
大
系
岩
波
書
店
二
○
○
五
年
『
無
名
抄
」
亀
歌
論
集
能
樂
論
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系
岩
波
書
店
昭
和四六年）
「古今著聞集」日本古典文学大系、岩波書店昭和四一年
『
紫
式
部
日
記
紫
式
部
集
」
山
本
利
達
校
注
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
、
昭
和
六
○
年
「
国
史
大
辞
典
」
吉
川
弘
文
館
第
五
巻
平
成
九
年
・
第
一
三
巻
平
成
一
四
年
本
論
は
修
士
論
文
第
一
章
に
基
い
て
い
る
（咄）『音楽講式」本文は『高野山講式集」」高野山大学附属高野山
図
書
館
監
修
二
○
○
一
年
を
翻
刻
し
た
。
白
居
易
の
詩
句
は
九
六
四
年
に
始
ま
る
慶
滋
保
胤
ら
の
勧
学
会
で
諭
さ
れ
た
。
そ
の
後
『
和
漢
朗
詠集」に載せられ広まった。
（Ⅳ）『源家長日記全注解』石田吉貞有精堂出版昭和四三年一一一
○七頁に後鳥羽院の高徳を讃える事が執筆の最大動機とある。
（旧）第二六節建仁三年〈大内行幸観桜〉に「花は零れ落つ。月下
門
の
ほ
と
り
に
、
笙
の
笛
を
吹
き
鳴
ら
し
た
り
し
か
ば
笛
を
取
り
出
で
て吹き合はす。少将雅経の蕊築吹き置く」。『明月記」には「家
長・長明横笛を吹き」とある。
（
か
ね
こ
よ
し
こ
・
研
究
生
）
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